
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 26,154 30,200 37,630 41,640

事業費

の内訳

令和3年度決算

①さっぽろ花と緑のネットワーク推進支援事業（１５，９７２千円）
②さっぽろふるさとの森づくり事業（３，１９０千円）
③ボランティア支援、技術指導講習開催費（８１４千円）
④全国都市緑化フェア自治体出展花壇デザイン委託費（１，９９１千円）
　その他：８，４６３千円

令和4年度予算

①さっぽろ花と緑のネットワーク推進支援事業（１４，２７３千円）
②さっぽろふるさとの森づくり事業（５，２８０千円）
③ボランティア支援、技術指導講習開催費（８１４千円）
④全国都市緑化フェア自治体出展花壇デザイン委託費（１，００１千円）
⑤全国都市緑化北海道フェア関連【枠外】（１０，０００千円）
　その他：１，６３２千円

人工 1.1 1.0 1.0 1.2

人件費 7,920 7,200 7,200 8,640

事業費 18,234 23,000 30,430 33,000

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

札幌市緑の保全と創出に関する条例、札幌市花と緑のボランティア活動促進要綱、札幌市公園ボランティア登録
制度要綱、札幌市森林ボランティア活動促進要綱

他都市の状況

多くの都市において、ボランティアへの活動支援や、森づくりに関する取組を行っている。

実施結果

①市民の緑化技術向上や交流の促進を図る講習会、ボランティアリーダー育成を目的とするサポーター養成講
座、さっぽろタウンガーデナーの活動を周知する広報イベント等の実施　②山口緑地で市民や企業の参加のもと
下草刈りや下枝払いなどの育樹活動を実施　③ボランティア資材の貸出、区への予算配分による技術指導講習等
の開催　④全国都市緑化くまもとフェアおよび全国都市緑化北海道フェアへ出展する花壇デザインを市内大学生
との協働により作成

事業実施における
工夫点

市民・企業・団体・大学からの協力を得ることで、官民学協働での活動に寄与した。

対象者 市民、企業、団体 開始 平成28 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

市民協働によるまちづくりや森づくりを進め、緑化意識の普及や向上を図り、多様な市民活動の定着につなげる。

長期

みどり豊かな潤いのあるまちづくりのほか、森づくりやその保全を進める。

取組内容

【目的】
　市民参加型の取組の実施や、市民活動への支援
【内容】
　①さっぽろ花と緑のネットワーク推進支援事業
　　市民活動のスキルアップや、交流の促進につながる各種支援を実施
　②さっぽろふるさとの森づくり事業
　　育樹などの森づくり体験活動のほか、団体との協定による森づくりを実施
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◎検証（振り返り）

□ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外 □ 回答 ■ 反映

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

● 改善 ○ 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
新型コロナウイルス感染症の影響によりイベントを規模縮小するなどししたため、目標値には届かなかった
が、市民と協働で行う活動を実施することで、市民の緑化意識の向上につながったと考えられる。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

公園、森林、タウンガーデナー等みどりに関わるボランティアについて、類似メニューの解消などの再整理を
図り市民目線でわかりやすい制度とするほか、制度や活動の認知度向上に取り組む。

予算
既往予算内にて上記改善を図ることとし、前年度と同規模の予算要
求を行う予定である。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

講習会等を一部オンライン開催とするなど、新型コロナウイルス感染
症対策をとったうえで技術取得の場を設けた。 見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

①感染症対策を講じつつ、効果的・効率的な情報の提供、交流の推進、技術的な研修、活動団体の紹介等
を行っていく必要がある
②植樹した樹木の健全な生育を促すため、植樹主体から育樹主体への取組にシフトしていく
③ボランティア活動をより効果的に支援するため、現在の活動状況や課題の把握が必要である

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

①適切な事業主体を選定し、効果的な講習会などを実施している。
②幅広い市民に参加の機会を提供しており、適切な事業手法といえる。
③団体の知識や技術を向上させ、適切な公園緑地等の保全のための支援を行っている。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

①登録者の積極的な参加から、緑化活動への参加意欲を満たす企画となっているといえる
②育樹イベント参加者からは、貴重な体験となり良かった等の意見をいただいている
③団体からの要望に基づいた活動支援を行っている

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、
①イベントの規模縮小を行った
②会場の都合によりイベントの参加人数を絞った
③活動を自粛、休止している団体がみられた
上記によりＲ３年度の指標を達成できなかったものの、制約の中、各種イベント等において最大限
の開催回数、活動者数の確保に努めた。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

①②③多くの市民にボランティアとして登録していただいている。また、緑化技術習得及び実践の
機会や、森づくり等に参加する機会を市民に提供しており、妥当な事業規模、支援規模であると
いえる。

項目 判定 理由

5200 4573 5200

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 協働による活動者数（人）

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

4703

70

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 交流イベント、講習会等の開催回数（回）

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

59 70 62


